令和７年度　校長より　①

生徒たちへの最初のメッセージは４月７日（月）となりました。新着任者が２・３年生の生徒たちに紹介された後、令和７年度の始業式が行われました。校長のことばとして私から、「高校時代には高校時代にしかできないことがある。高校時代に得た経験は、必ずや一生涯の人生の礎となる。だからこそ目の前の勉強や部活動、学校行事に真剣に取り組んでほしい。」「今年度の教育活動のテーマは『自主・自立』。成年年齢が18歳となっている今、高校生として自主・自立の精神をもち、一年間しっかりと教育活動に取り組んでほしい。」とのお話をさせていただきました。生徒たちはしっかりと話を受け止めてくれていました。18歳になった暁には、親や先生と対等な立場で話ができるようになってほしいと思います。
暖かな日差しの中で桜が満開を迎え、新入生たちの初登校を出迎えてくれているかのようでした。４月８日（火）は、第80回入学式を挙行いたしました。式辞として私から、新入生に対して２つのことをお願いさせていただきました。１つ目は、「高校に通うことは、自分の自由意志に基づいて決断したことである。だから、これから関わる他者の存在を尊重し、自分と他者の未来に向かって、責任を持って生きてほしい」ということ。２つ目は「高校という３年間で、未来の社会を切り開く資質や能力をしっかりと身に付けてほしい」ということです。また、保護者の皆様に対しては、「お子様の苦労に心を痛められることがあっても、それを乗り越えていく姿を見守り、乗り越えたときには褒めて抱きしめてあげ、一緒に喜んであげていただきたい。それがこの時期の子を持つ保護者に期待される最も大切な姿です。」とのお話をさせていただきました。お預かりするお子様の未来が開かれるよう、職員一丸となって取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
[bookmark: _GoBack]今年度は地震による火災が発生した想定で行われました。４月28日（月）は、防災訓練が実施されました。生徒たちは目的をしっかりと認識してスムーズな避難行動を執っていました。講評では私から、実際に大規模災害が発生した場合の学校の取る対応を説明した後に、公共交通機関が停止している中での下校の方法、スマホが使用できない状況での家族との連絡の手段、ライフラインが途絶えた際にも対応できる家庭での防災備蓄品や救命用具の状況等について、必ず家族と確認するよう話をさせていただきました。この機会に、ご家庭においてこうした点について必ずご確認いただきますようよろしくお願いします。
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